
127  

 学会・協議会報告  臨床検査学教育 Vol.8, No.1 p.127～128, 2016.

国家試験対策委員会 
平成 26-27 年度活動報告 

松 下 誠* 

I．国家試験対策委員会の具体的な業務と任期 

 国家試験対策委員会は、臨床検査技師教育に関

わる国家試験対策研修等を行うことで、教育の向

上を図ることを目的としている。なお、具体的な

業務は次の通りである。 

① 模擬試験の作成実施に関すること

② その他、必要とする試験対策等に関すること

また、この国家試験対策委員会の主な業務は上

記 ① が中心となることから、本協議会の他の委員

会と異なる年度スケジュールとなる。それは、次

年度の模擬試験作成方針は前年度の 12 月の理事

会、総会で承認を得て実施することから、平成 27

年度の模擬試験作成は平成 26 年度の委員会委員

の業務となる。そのため、本委員会委員の任期は

前年の 11-12 月(基本方針決定)から翌年 10-11 月

(模擬試験問題完成)と考える必要があり、本活動

報告についても平成 26-27 年度活動報告とした。 

II．平成 26-27 年度活動報告 

 模擬試験作成は、前年度の平成 25-26 年度まで

は近畿・中国・四国部会の会員校の先生にお願い

して問題作成を実施してきた経緯があり、担当校

の先生方にはかなりの負担が強いられていた。そ

のため、教育協議会内に国家試験対策委員会を設

置し、本委員会を中心に全国の会員校の先生に模

擬試験作成のご協力をお願いすることとした。こ

のような背景もあり、国家試験対策委員会委員は、

前年度の模擬試験作成の中心となっていた近畿・

中国・四国部会の 3 人の先生に本委員会に入って

いただき、模擬試験作成を実施した(表 1)。 

 本年度の模擬試験作成スケジュールを表 2 に示

したが、まず、2 月に模擬試験作成のアンケート

調査を実施(会員校 80 校)したところ、36 施設か

ら回答があり、その内 31 施設で問題作成可能との

回答が得られた。この結果を基に A 問題(200 問)、 

表 1 平成 26-27 年度国家試験対策委員会 

役  職 氏  名 所  属 

統括副理事長  木村  明  北里大学保健衛生専門学校 

委員長  松下  誠  埼玉県立大学 

副委員長  小澤  優  京都保健衛生専門学校 

委員  松尾 収二  天理医療大学 

委員  高岡 榮二  高知学園短期大学 

委員  小林 隆志  日本臨床検査学教育協議会事務局 

*埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科検査技術科学専攻 matsushita-m@spu.ac.jp



 128  臨床検査学教育 Vol.8, No.1 (2016) 

 

表 2 平成 26-27 年度模擬試験問題作成スケジュール 

模擬試験作成の実施内容 当初の予定 

 アンケート調査  平成 27 年 2 月中旬 

 問題作成、問題編集依頼  平成 27 年 5 月下旬 

 問題作成期限  平成 27 年 7 月中旬 

 問題編集期限  平成 27 年 8 月下旬 

 最終編集期限  平成 27 年 9 月下旬 

 印刷終了、会員校発送  平成 27 年 10 月中旬 

 
B 問題(200 問)の問題作成者、及び問題編集者を

決定し、5 月末にその依頼を行った。参考までに、

本年度の問題作成及び編集は、合計で 29 施設 57

人の教員に依頼し、その内訳は近畿・中国・四国

部会所属が 10 施設 15 人、その他の部会所属が 19

施設 42 人となり、今年度の目標の 1 つであった模

擬試験作成を全国規模に広げることができたもの

と考えている。 

 次に、模擬試験作成が当初のスケジュール通り

(10 月完成)に進行せず、約 1 ヵ月遅れることとな

った(11 月完成)。これは、特に問題作成者の作成

期間がやや短かったことで作成が大幅に遅れたケ

ースが認められたこと、及び問題編集者の校正・

編集作業が不十分であり、最終編集校の負担が大

きくなったことによるものと考えている。これら

の点は次年度に向けた改善点と考えているが、全

国展開した 1 年目に問題作成が無事終了したこと

に対して、会員校の先生方に深く感謝申し上げた

い。 

III．次年度に向けた課題 

 今年度の模擬試験作成の問題点を委員会内で整

理し、それと次年度委員長の永瀬澄香先生(川崎医

療短期大学)からの助言を含めて、次年度への改善

点を下記のようにまとめた。 

 次年度以降も、会員校の先生方に模擬試験作成

のアンケート調査を行い、幅広いご意見、ご助言

をいただき、より良い模擬試験作成を行っていき

ますので、ご協力をお願いしたい。 

 ① 模擬試験問題の完成が 11 月となり、当初の予

定を 1 ヵ月ほど遅れてしまったため、問題作

成依頼を早める必要がある。 

 ② 問題作成者、問題編集者をその施設責任者を

通して依頼した方がよい。これは、施設責任

者に当該施設内の依頼者を報告すること、及

び問題作成作業の進捗状況を把握していただ

くことが目的である。 

 ③ 国家試験出題基準や本協議会作成の問題作成

要領に従っていない出題が多かったため、こ

れらを改善するためチェックリストの作成等

との工夫が必要である。 

 ④ 五肢択二問題や否定型問題の比率を実際の国

家試験とほぼ同等にすること、及び問題作成

の雛形の様式を見直すことなど、問題作成要

領を修正する必要がある。 
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